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遺跡全景(平成5年度北E→W)
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竪穴住居跡群(平成5年度北）
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作業風景(平成5年度北E→W)

縄文時代早期I群D1類の土器(平成5年度北）
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石器(平成5年度北） （上H-170．下H-180)



言例

1．本書は、平成5年度北・平成6年度に函館空港拡張整備工事用地において、財団法人北海道埋蔵

文化財センターが発掘調査を実施した函館市中野B遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2．調査および報告書の作成は、調査部調査4課が行った。中野B遺跡の発掘調査は平成4年度から

の継続事業であり、竪穴住居跡や土曠、Tピット、焼土などの遺構番号は基本的に平成4年度から

の連番である。

3．遺構のうち竪穴住居跡、土墳の原稿執筆は、調査を担当した調査員がそれぞれ事実記載を執筆し、

各遺構の文末に文責者名を記している。Tピット、焼土については和泉田毅が、遺構。包含層出土

の土器については森秀之が、石器については宗像公司が分担、執筆した。そのほかの各章。節の担

当は以下のとおりである。

I : 1～4(1) 。(2)、 5(1)、 6(1) ｡ (2)、 II : 1、Ⅵ～和泉田毅 I : 4(3)i )、 5(2)i)、V: 1、Ⅵ

～森秀之 I : 4(3)ii)、 5(2)ii)、V: 2，VI～宗像公司 II : 2 ．3～花岡正光。

4・遺構図は、調査を担当した調査員がそれぞれ整理、第2原図作成したものを、山下かず子・渡部

久美子・岡崎ゆかり。細田美佳子。柳谷りさ。佐々木由紀子・平村葉子。和泉田毅がトレースなど

を行い、佐川俊一・和泉田毅が遺構図版の取りまとめを行った。

5．土器の接合、復元、拓本には、主に手嶋敦子。田川幸子。澤田直美・山木良子・高橋慶子・種市

伊津子・鳴海ゆり子。前川紀子が従事し、土器の実測・ トレースは、主に山下かず子・佐々木由紀

子。種市幸紀が行い、これらの作業を熊谷仁志。森秀之が統括した。

6．石器の接合、計測、集計等には、主に服部たえ子・千田照子。波多野にな子が従事し、石器の実

測・トレースは渡部久美子・岡崎ゆかり。細田美佳子｡柳谷りさが行い、これらの作業を山原敏朗。

宗像公司が統括した。

7．遺物分布接合図、遺物｡遺構図版、集計表等の整理、作成には、貝田和子｡大坂篤美･尾美里子・

石澤一恵。田中美佐が従事し、谷島由貴・倉橋直孝。和泉田毅ｶﾇ統括した。

8．現地の写真撮影は調査を担当した調査員が行い、遺物の写真撮影は村田大・愛場和人。柳瀬由佳

が行った。写真台帳・アルバム整理、写真図版の作成は、主に尾美里子が従事した。

9．フローテーション試料の大まかな選別作業には、石澤一恵・田中美佐が従事した。

10． VII章の各種分析。同定については、次の方々に執筆を依頼した。

山田治(京都産業大学理学部)、藁科哲男(京都大学原子炉実験所)、近藤錬三(帯広畜産大

学土地資源利用学講座)、中野益男(帯広畜産大学生物資源化学科)。

11．石材鑑定は、花岡正光が行った。

12．調査にあたっては、下記の機関および人々の指導ならびに協力を得た(順不同、敬称略)。

文化庁、奈良国立埋蔵文化財研究所、北海道教育委員会、函館市教育委員会田原良信･中村公宣。

佐藤智雄。落合治彦。野辺地初雄、市立函館博物館野村祐一、函館市北方民族資料館長谷部一

弘、七飯町教育委員会石本省三、上磯町教育委員会森靖裕､戸井町教育委員会古屋敷則雄、

南茅部町教育委員会阿部千春･福田裕二｡山口敦･小林貢、木古内町教育委員会鈴木正語・

菅野文二・三上英則。大矢内愛史、森町教育委員会藤田登、八雲町教育委員会三浦孝一。柴

田信一、知内町教育委員会高橋豊彦、松前町教育委員会久保泰・前田正憲、上ノ国町教育委

員会松崎水穂。斎藤邦典・佐藤一志・柳沼弥生、乙部町教育委員会森広樹・仙庭晋一、江差



町教育委員会藤島一巳、今金町教育委員会寺崎康史、倶知安町教育委員会矢吹俊男、余市町

教育委員会宮宏明、小樽市教育委員会石川直章、札幌市教育委員会加藤邦雄・上野秀一。

羽賀憲二・仙庭伸久、千歳市教育委員会大谷敏三・田村俊之・高橋理・豊田宏良、恵庭市教育

委員会上屋真一・松谷純一、江別市教育委員会高橋正勝・直井孝一・園部真幸・野中一宏・稲

垣和幸、石狩町教育委員会石橋孝夫・工藤義衛、苫小牧市教育委員会佐藤一夫・宮夫靖夫・工

藤肇・渡辺俊一・二階堂啓也・鈴木耕栄・赤石慎三、平取町教育委員会森岡健治、旭川市教育

委員会斎藤傑・瀬川拓郎・友田哲弘、富良野市教育委員会杉浦重信、名寄市教育委員会氏

江敏文・鈴木邦輝、稚内市教育委員会内山真澄、枝幸町教育委員会佐藤隆広、紋別市教育委員

会佐藤和利､常呂町教育委員会武田修､斜里町教育委員会金盛典夫､羅臼町教育委員会涌

坂周一、美幌博物館小林敬・荒生健志、浦幌町教育委員会後藤秀彦、帯広百年記念館北沢

実･山原敏朗、釧路市立郷土博物館西幸隆･松田猛･石川朗、北海道開拓記念館野村崇・

平川善祥・山田悟郎・右代啓視・水島未記、国立歴史民族学博物館西本豊弘、東京大学常呂研究

室宇田川洋、新美倫子、早稲田大学金子浩昌、北海道教育大学函館分校千代肇、札幌大学

木村英明、札幌医科大学百々幸雄・大島直行・石田肇、北海道大学吉崎昌一・椿坂恭代・大

井晴男・菊池俊彦・林謙作・天野哲也、青森県立郷土館福田友之、青森県埋蔵文化財調査セン

ター成田滋彦・三浦圭介・鈴木克彦、三沢市歴史民俗博物館長尾正義、八戸市教育委員会小

笠原善範、古原敏弘、竹田輝雄、横山英介 （所属は調査時点）

凡 例

1．遺構は、以下の記号によって表記し、原則として発掘調査順に番号を付した。

H:竪穴住居跡P;土職T:Tピット F:焼土HF:住居に伴う焼土および炉跡

HP:住居に伴う小ピットおよび柱穴

2．遺構図中の方位は真北を示し、レベルは標高(単位m)である。

3．掲載した実測図等の縮尺は、原則的には以下のとおりであるが、必要に応じてそれぞれにスケー

ルバーを明示してある。

遺構図： 1／40遺構図中の遺物出土状況図： 1／10土器実測図： 1／4土器拓影図： 1／3

石器実測図～剥片石器・石斧： 1／2礫石器： 1／3土・石製品： 1／1

4．遺構の規模は、以下のように計測値を表示した。

検出面での長軸長／床(曠底)面での長軸長×検出面での短軸長／床(曠底)面での短軸長×検出面か

らの最大深(単位m)。また一部壊されているものは現在長および復元推定値を( )で示し､不明の場

合は－の記号で表示した。

5．遺構覆土等における土層の混合状態を表現するため、以下のように表記している場合がある。

A+B(A=B) :AとBがほぼ同量にまじる。A>B:AにBが少量まじる。

A>B:AにBが微量まじる。

6．出土遺物分布・接合図等では、床面出土の土器は●、剥片石器は▲、礫石器は■、磨製石器は★

で、覆土出土の土器は○、剥片石器は△、礫石器は□、磨製石器は☆でそれぞれ表示し、必要に応

じて適宜シンボルマークを図示している。また遺構図中のPは土器、Sは石器、Fは剥片石器を示

している。
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I 調査の概要

I 調査の概要

1調査要項

事業名 函館空港拡張整備工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委託者 函館開発建設部

受託者 財団法人北海道埋蔵文化財センター

遺跡名 中野B遺跡（北海道教育委員会登載番号:B-01-39)

所在地 函館市中野町98-1ほか

調査面積 平成5年度7,530㎡

平成6年度28,400m2

調査期間 平成5年4月20日～平成6年3月25日（現地調査5月6日～10月28日）

平成6年4月20日～平成7年3月25B(現地調査5月6日～10月26日）

2調査体制

平成5年度

理 事 長 阿部 茂

専務理事 永田春男

常務理事 中村福彦

業務部長 中野眞吾

調査部長 森田知忠

調査第4課長 高橋和樹（発掘担当者）

主 任 和泉田毅（発掘担当者）

主 任 遠藤香澄（発掘担当者）

主 任 花岡正光

主 任 谷島由貴

主 任 熊谷仁志

文化財保護主事 山原敏朗

嘱 託 村田 大

嘱 託 倉橋直孝

平成6年度

理 事 長 阿部 茂（5月31日退任）

伊藤一夫（6月1日就任）

永田春男（5月31日退任）

佐藤哲人（6月1日就任）

中村福彦

中野眞吾

森田知忠

高橋和樹（発掘担当者）

和泉田毅（発掘担当者）

佐川俊一（発掘担当者）

谷島由貴

熊谷仁志

森 秀之

村田 大

倉橋直孝

宗像公司

専務理事

常務理事

業務部長

調査部長

調査第4課長

主 任

主 任

主 任

主 任

主 任

文化財保護主事

文化財保護主事

文化財保護主事

3調査の経緯

函館空港の拡張整備工事に伴う発掘調査の始まりは、第一次空港整備5カ年計画が打ち出された昭

和42(1967)年に遡る。以後昭和51(1976)年に開始された第三次空港整備5カ年計画の終了まで、函館

空港1 ．2 ．3 ．4 ．5．6 ．8 ．9遺跡、中野A・B遺跡などで発掘調査が行われたが、その経緯

については、平成3年度の発掘調査報告書(北理調報79)でやや詳しく触れている。中野B遺跡につ

いては、函館市教育委員会によって、昭和50(1975)年度に、進入灯工事区域1,920㎡の発掘調査が実施

されており、主に貝殻文尖底土器を伴う竪穴住居跡21軒、土塘15基、Tピット22基などの遺構が発見

1
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I 調査の概要

表I-1 函館空港拡張整備工事に伴う年次別発掘調査結果概要一覧

主要な遺構期遺 跡 名 時調査年度 調査主体

堅穴住居跡 l

Tピット 54

縄文時代早期末葉

縄文時代

擦文時代初期

函館空港第1遺跡昭和42年度 市立函館博物館

函館空港遺跡群 第2地点

第3地点

第4地点

昭和43年度 市立函館博物館
~~~~ ~~~~~ ~ ~ ~ ~ ~~~~~~~~~~~~~~~~~~

堅穴住居跡

貯蔵穴

Tピット

－

０

０

６

－

◆

６

２

５

’

＝■＝■宇凸缶一＝一一 →一一今 一一邑邑毎←

縄文時代前期中葉

一

一

一

一

一
点
一
点
一
点
一
点

一
地
一
地
一
地
一
地

－
５
－
６
－
８
－
９

－
第
一
第
一
第
一
第

一

一

一

一

~~~~~~~

~~~~ ~ ~~~~~~~~~~ ~
－－一｡＝一■口･■凸｡＝‐q■＝● ●幸●－●守守一合

縄文時代早期前半~ ~~ ~~~~~ ~ ~~~~~~~~~~~~ ~
~~~~~~ ~~~ ~~~~~~~~~ ~ ~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ ~~~~~~~~~ ~ ~ ~ ~ ~~~~ ~

縄文時代前期中葉 堅穴住居跡

土塘

Tピット

函館空港第4地点昭和49年度

昭和50年度

市立函館博物館 55

35

108縄文時代

縄文時代早期中葉 堅穴住居跡 6

土塘 12

竪穴住居跡 8

石組炉 1

Tピット 75

竪穴住居跡 21

土擴 15

Tピット 22

市立函館博物館 中野A遺跡昭和50年度

昭和51年度

縄文時代早期末葉

縄文時代

~~~ ~ ~~~~~~~~~~~~~~~~~~縄文時代早期中葉

一二巳一一＝参与一口一今●一一早年＝‐｡＝ロー凸一寺 一 一＝■‐●一 一＝‐＝毎

中野B遺跡

縄文時代

縄文時代昭和53年度 函館市教育委員会｜ 中野A遺跡 Tピット 7

縄文時代早期前葉

縄文時代早期中葉

堅穴住居跡

堅穴住居跡

土曠

Tピット

平成3年度 側北海道埋蔵

文化財センター

中野A遺跡 １

昭

加

皿縄文時代

堅穴住居跡 40

土壌 16

堅穴住居跡 2

Tピット 40

堅穴住居跡142

土職 67

Tピット 12

平成4年度 伽北海道埋蔵

文化財センター

中野A遺跡 縄文時代早期中葉

縄文時代前期前葉

縄文時代

縄文時代早期中葉

~~~~~~~~~~~~~~~~

~~~~~~~~~~~ ~~~~~中野B遺跡

縄文時代

平成5年度 中野B遺跡 縄文時代早期中葉 堅穴住居跡

土壌

Tピット

堅穴住居跡

土職

Tピット

財北海道埋蔵

文化財センター

205

85

29

96

95

97

縄文時代

平成6年度 肋北海道埋蔵

文化財センター

中野B遺跡 縄文時代早期中葉

縄文時代

3
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函館市中野B遺跡(I1) 平成5年度北・平成6年度

され、また多数の遺物が出土していることが報告されている(函館市教育委員会、 1977)｡その成果か

ら、中野B遺跡が貝殻文尖底土器を伴う縄文時代早期中葉を主体とする大規模な集落遺跡であること

が予想されていた。

ところで、函館空港の現滑走路を500m延長して3,000mに拡張整備するという第五次空港整備5カ

年計画は、昭和61(1986)年11月に閣議決定された。この拡張整備工事に伴う埋蔵文化財のための事前

協議は、昭和63(1988)年5月に函館開発建設部から提出された。これを受けて北海道教育庁生涯学習

部文化課は、平成2(1990)年8月と平成3(1991)年8月の二度にわたって遺跡所在確認調査を行い、

平成2年10月から平成4(1992)年10月まで、都合8回の遺跡範囲確認調査を実施した。その結果、函

館空港拡張整備工事用地内には、発掘調査を必要とする三つの遺跡が所在し、その総面積が112,980㎡

(遺構確認調査区63,770㎡を含む)に達することが、平成5(1993)年3月に公表された。その内訳は、

中野A遺跡14,000㎡(遺構確認調査区5,300㎡を含む)、中野B遺跡80,920㎡(遺構確認調査区55,670

㎡)、石倉貝塚遺跡18,060㎡(遺構確認調査区2,800㎡を含む)である。このうち中野A遺跡は、滑走路

の下に造成される市道長坂1号線の切替工事に伴うもので、当センターが平成3 ．4年度の二カ年に

わたって調査を実施し、完了している(北理調報79．84)。すでに工事は進捗し、遺跡は消滅してい

る。

中野B遺跡は、中野A遺跡の調査がほぼ終了した平成4年7月から引き続き当センターが調査を開

始した。

平成4年度調査区は、滑走路下に潜る銭亀宮の川の河川切替用地のうち滑走路センターラインより

南側を主体とする3,700nfを対象とした。ここは昭和50年度調査区の南西に隣接するところであり、当

初から遺構、遺物の良好な遺存が予想された。最終的に予想をはるかに超えた遺構が発見され、多量

の遺物が出土した。そのため一部(150㎡)が遺構調査未了となり、平成4年度の調査面積が3,550㎡に

変更された。

平成5年度調査区は､河川切替に関連する工事区画部分に当る6,550㎡である｡即ち､滑走路センター

ラインより北は(1)河川切替の東の境界線までの銭亀宮の川左岸一帯3,900㎡､滑走路センターラインよ

り南側は(2)平成4年度遺構調査未了地区150㎡、 (3)平成4年度調査区の西に隣接する段丘縁辺部2,000

㎡、 (4)平成4年度調査区北東隅の三角形部分50nf、 (5)市道中野4号線より南の遺構確認調査区450nf、

である。このうち本報告書で扱っている調査(1)については、多くの遺構が発見されたけれども、遺物

の出土量は全般的に少なく、計画以上に調査が進んだ。そのため調査を順次東へ拡大し、3,270㎡の調

査区を追加した。さらに同調査区の北端部では、遺構群が包蔵地の線引きの範囲外にまで広がること

がわかり、関係諸機関と協議の上､新たに360㎡を追加した。これらによって最終的な調査面積は7,530

㎡になった。

平成6(1994)年度調査区は、滑走路本体部や進入灯工事区域および工事用道路部分に当る20,000nf

である。即ち、A地区：平成5年度調査区(1)の東に隣する滑走路センターラインの北20mより北側部

分7,800㎡(遺構確認調査1,470㎡を含む)、B地区：工事用道路部分5,500㎡、C地区：進入灯工事計画

区域6,700㎡である。B・C地区は遺構確認調査区である。なお調査途中でB地区の西側の包蔵地外と

されていた工事用道路造成地区から、多数のTピットが発見されたため、関係諸機関と協議の上、急

遼この地区の8,400㎡を追加調査することとなった(これをB'地区とした)。この結果、最終的な調査面

積は28,400㎡となった。また平成6年度から市道石倉1号線の道路造成工事地区について、函館市教

育委員会による石倉貝塚遺跡の調査も開始された。C地区最東端部分は、函館市教委による調査区と

交差しており、調査の都合上、函館市教委が調査を担当することになった。

8



I 調査の概要

4調査の方法

（1）調査区の設定

中野B遺跡の発掘調査区は、 トータルステーション・システムを利用した遺物の取り上げと遺構測

量を実施することを前提に、函館空港滑走跡のセンターラインを基軸とし、工事区画の全体をカバー

できるように、 5m×5mメッシュを設定した(図1-5)。

センターラインは、真北から東へN-107｡35' 55.51"一E傾いている。

滑走路センターラインを基軸とするX軸方向は、センターラインに付されている工事用の測点S

P=2700を0とし、SP=2800が20､SP=2900が40､SP=3000が60、 ．．…･となるように5m毎に1，2，

3、……とアラビア数字を付している。センターラインに直交するY軸方向は、センターラインを40

とし、 5m毎に、南側ほど小さく、北側ほど大きくなるように、X軸同様にアラビア数字を付した(図

1-5)。それぞれの5m×5mグリッドの呼称は、このメッシュの南西側の交点の数字をX軸(東西)、

Y軸(南北)の順に連結して表示することにした(図1-5)。

なお、遺構・遺物の平面実測、および竪穴住居跡床面や土城底面などの土壌試料採取に際しては、

必要に応じて、さらに小さな区画を設定した。

（2）発掘調査の方法

中野B遺跡の発掘調査区は、北海道教育庁生涯学習部文化課による遺跡範囲確認調査の結果によっ

て､通常の発掘調査を必要とする地区(竪穴住居跡などの遺構や遺物が濃密に分布していることが予想

される地区)と遺構確認調査地区(Tピット以外には遺構や遺物が稀薄であると判断された地区)とに、

あらかじめ大別、線引きされている。本報告書で掲載している平成5年度北と平成6年度の調査区で

は、以下のように大別、線引きされており、それに沿ってそれぞれ調査を実施した。平成5年度北調

査区は、滑走路センターラインより北側の全域7,530m2 (追加、拡張部分を含む）が通常の発掘調査区

である｡平成6年度では、B地区5,500㎡､C地区6,700㎡､B'地区8,400㎡､およびA地区の北東側2,500

㎡が遺構確認調査区である。A地区では平成5年度北に隣接する5,300㎡が通常の発掘調査区である。

通常の発掘調査区については、土層観察のためメインセクションベルト(平成5年度北では、40ライ

ンを南北メインセクション、48ラインを東西メインセクション、平成6年度A地区では、48ラインを

東西メインセクション)を設定した(図11-6．7)。調査は人手によることを基本とするが、 I ･IIjS

よびP.D. 3上面までは重機でこれを除去し､遺物の包含が見られるP.D. 3から下層の111.1V層は土層

を確認しながら順次掘り下げ、遺構検出・遺構調査を行い、最終的には無遺物層まで掘り下げた。主

要な遺物包含層は111層であり、 111層以下の出土遺物と遺構の出土遺物はトータルステーション。シス

テムによって、層位毎に全点の出土位置、レベルを測定して取り上げた。遺構調査は随時、写真撮影、

プラン実測をし記録した。遺構調査終了後トータルステーション・システムにより遺構の概略の輪郭

線を計測した。

遺構確認調査区は、遺構や遺物の有無を立会によって確かめつつ、 111層下部まで重機で掘り下げ、

そのあと人手によって清掃、遺構検出作業を行い、検出された土塘、Tピットの調査を行った。B地

区は西壁面、C地区は北壁面を土層観察用メインセクションとし、実測、写真撮影をした。

調査終了後、通常の発掘調査区・遺構確認調査区ともに写真撮影、地形測量を行った。

昨年同様、住居跡や土塘などの床(曠底)面付近の土壌、焼土はできるだけ採取し、フローテーショ

ン作業を実施した。また炭化種子や微細な遺物についても小区画で土ごと取り上げ、節分けや水洗選

別を行った。

平成5 ． 6年度も雨などによって泥水が直接海へ流れこまないよう、調査区の外縁沿い、とくに銭

9
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I 調査の概要

どのう

亀宮の川寄りに、排土を詰めた土嚢袋を積み並べた。

（3）整理の方法

i ) 土器

現地では、水洗後トータルステーションへの大分類入力を行い、遺物台帳・カードを作成し、注記

作業までを終了した。注記は遺跡名の中野B遺跡をナBと略記し、グリッド名、遺構名、遺物番号、

出土層位の順で、それぞれ簡略に記入した。現地での整理を終えた遺物は、グリッド毎、遺構毎に仮

収納し、現場終了後札幌へ搬送して、随時本格的な整理作業を開始した。

接合・復元作業では、遺構内、遺構間、遺構と包含層間との接合関係の把握に努め、接合資料につ

いては、接合作業の段階で展開図とカードの作成、また同一個体の破片(未接合資料も含む)の識別に

努めた。さらにこれらは遺構毎、包含層毎に表化した。復元個体については実測図を作成した。断片

的な資料については口縁部の文様をもとに個体識別に努め、文様構成が想定できるものを中心に拓影

図、断面図を作成した。実測図では文様構成が復元可能な部分は欠損部についても細い実線で文様を

表現した。断面図は最も器形の特徴を表している部分を実測するために、90度あるいは180度回転させ

たものもある。また実測図には断面と輪郭のみを実測し、文様は拓影によって表現しているものも含

まれている。実測、拓影ののち復元土器は一個体づつ、拓影土器は遺構毎、包含層出土のものは分類

毎に写真撮影を行った。これらの作業と並行して集計および記録類の整理も行った。

なお分類は、中野A遺跡および前年度のものを基本的に踏襲している。

復元・拓影作業、写真撮影終了後、資料は報告書掲載資料、遺構、グリッド別に収納した。

ii) 石器

現地では、水洗・分類およびトータルステーションへの分類入力を行い、遺物台帳を作成し、注記

作業を行った。一次整理作業終了後、順次札幌へ搬送した。札幌のセンターではまず報告書掲載の石

器を選び出し、実測を行った。また並行して接合作業、分類の再検討､細分類､計測、集計作業を行っ

た。遺構出土の石器は、平成5年度北については床面・床直上付近出土のものを優先して実測し、細

分類、計測、集計は覆土を含め全点について実施した。平成6年度については、覆土を含めて実測の

対象とし、細分類、計測、集計もすべて実施した。包含層出土の石器は、平成5年度北・平成6年度

ともに、基本的に111層出土のものについて接合作業、細分類、注記、計測、集計作業、選び出しと実

測を行った。分類は基本的に前年度のものを踏襲している。計測は原則として完形品について行い、

最大長・最大幅・最大厚・重さを計測した。石質の同定は主に花岡の肉眼鑑定によるが、それをもと

に一部を山原・宗像が行った。

写真撮影は、一部撮影できなかったものもあるが、基本的には実測・掲載分についてはすべて撮影

し、掲載している。

図版作成、写真撮影、集計作業終了後、報告書掲載資料、遺構、グリッド別に収納した。

なお、これらの遺物類は、報告書作成後遺物収納台帳とともに、函館市教育委員会に於て保管され

る。
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函館市中野B遺跡(II) 平成5年度北・平成6年度

5遺構・遺物の分類

（1）遺構

遺構は、住居跡、土塘、焼土に大きく分けている。土城はさらに土曠とTピットに分けた。住居跡

はH、土曠はP、TピットはT、焼土はF、と記号を付した。

住居跡としたものは、床面に炉(火を焚いた痕跡が認められるものを含む)を有するものは上屋構造

を想定しうる柱穴状小ピットが検出されたもの、またそこで生活あるいは日常的作業が可能な空間が

ある遺構である。平成5年度北・平成6年度の調査で発見された住居跡はすべて地面を掘りくぼめて

作られた、所謂竪穴住居跡である。

土壌としたものは、人為的に地面を掘りくぼめた遺構である。土墳には、平面形、断面形に特に規

則性は見られず、規模や構造も不定で、機能や性格などが不明なものと平面形がほぼ円形状で、断面

形がフラスコ状をしている、所謂フラスコ状ピットと言われているものがある。また調査過程で、平

面形、断面形、覆土の堆積状態、遺物の出土状況などから墓の可能性が考えられる、いわゆる土曠墓

の類いも土職に含まれている。

Tピットとしたものは､細長く、深い溝状の土塘で､小判型に近い小型のものも含めている。Tピッ

トの覆土は自然堆積で、曠底直上に黒色あるいは黒褐色の腐植土が薄く堆積しているという特色があ

る。また塘底に杭状の小ピットが見られるものもあった。

焼土としたものは、住居跡に伴わず、単独に検出されたものであり、屋外炉の可能性もある。

また、竪穴住居跡に伴うものと考えられる小ピットと焼土はHP、HFとして区別している。一括出

土の遺物は、特に項をもうけて説明はせず、それぞれの遺構､包含層のところで随時取り扱っている。

なお覆土上の包含層出土の遺物について、出土遺物の集計では一部遺構出土遺物の項で扱っているも

のもあるが、基本的には包含層出土の遺物として集計している。

（2）遺物

i ) 土器

土器の分類については函館中野A遺跡･中野A遺跡(II)･中野B遺跡のものを基本的に踏襲している。

なお必要に応じて、一部細分しているものもある。

I群縄文時代早期の土器群

A類：胎土に繊維が混入する。縄文を地文とし、平行沈線が施されるものである。小波状口縁であ

る。日計式押型文土器に伴うと思われるものである。平成5年度北・ 6年度の調査では60-

47の1I1層から1点出土しただけである。

B類：貝殻腹縁圧痕文・沈線文・刺突文等で文様が構成されるもので、物見台式に相当するもので

ある。底部は尖底のものが主であるが、平底のものもある。

C類：物見台式と住吉町式の中間程に位置づけられるもの。

D類：貝殻腹縁圧痕文・沈線文・刺突文等で文様が構成されるもので、住吉町式に相当するもの。

前年度報告(北理調報97)ではD2類とした函館市根崎遺跡出土の資料については､本年度も

I群D類の中で扱っているが、資料も増加したことから、これらをI群D2類と呼称し、他の

住吉町式に相当するものをI群Dl類として区別している。

E類：沈線文･刺突文･隆起帯文等で文様が構成され、平底のもので、ムシリI式に相当するもの。

F類：胎土に繊維が混入する。縄文を地文とし、縄線文・刺突文・撚糸文等の文様で構成され、松

前町高野遺跡のIV群土器、青森県表館(1)遺跡の表館Ⅵ群土器に相当するもの。

G類：胎土に繊維が混入する。結束羽状縄文・撚り戻し・組紐圧痕文等の節の大きい縄文で構成さ

12



I 調査の概要

れるもので、東釧路111式の頃に比定されそうな土器群である。

H類：結束羽状縄文・貼付帯で構成されるもので、コッタロ式に相当するもの。

I類：羽状縄文・貼付帯・短縄文・綾絡文等で構成されるもので、中茶路式に相当するもの。

J類：自縄自巻的な原体による撚糸文で羽状縄文が構成され、東釧路1V式に相当するもので、すべ

て平底である。

II群縄文時代前期の土器群

胎土に繊維を含み、縄文のみのものである。

ⅡI群縄文時代中期の土器群

IV群縄文時代後期の土器群

V群縄文時代晩期の土器群

縦行縄文が施されるもの。

ii) 石器

石器の分類については、平成7年度報告の中野B遺跡の石器分類を踏襲した。製作体系の異なる剥

片石器群・磨製石器群・礫石器群に大別し、さらに器種の分類を行った。細分類については、過年度

の基準を再検討し新たな基準を設定した。

I 剥片石器群

石鑛細分は形態による。

1類無茎三角形

2類無茎長身

3類菱形

4類柳葉形

5類円基

6類有茎のもの

7類その他・未製品

石槍細分は形態による。

1類形態上、身と茎部の区別がつかないもの。

a木葉形(長：幅が1 ： 3未満）

b柳葉形(長：幅が1 ： 3以上）

2類茎部の区別があり、かえしが不明瞭のもの。側縁が曲線的な方を尖頭部、直線的な方を茎部

とした。

a木葉形(長：幅が1 ： 3未満）

b柳葉形(長：幅が1 ： 3未満）

3類明瞭なかえしのあるもの。該当するものはない。

4類三角形または五角形で、基部が内湾するもの。

5類その他

石錐細分は形態・製作技術による。

1類剥片の一部に先端部を作出したもの。

13



函館市中野B遺跡(11) 平成5年度北・平成6年度

2類折れ面を多少加工して先端部として利用しているもの。

3類柄と機能部の区別が明瞭なもの◎

4類柄と機能部の区別が不明瞭なもの。

5類柄と機能部の区別が不明瞭なもののうち、棒状のもの。

6類他石器からの転用品

箆状石器

両面調製石器細分は形態による。

1類円形・楕円形

2類半月型・左右非対称形

石匙1～5類は縦型。

1類両面加工

2類片面(半両面)加工

a稜線がほぼ中央にあるもの。

b背面に先行して腹面右側縁に調整が加えられるもの。

3類周辺加工

4類加工がほとんど見られないもの。

5類大型のもので身は殆ど加工されないもの。つまみ部I

6類横型

つまみ部は棒状に加工される。

彫器様石器平成4年度の調査において出土例がみられたが、今回報告分の調査区においては該当す

るものはない。

スクレイパー

1類素材の短軸に刃部を有するもの。掻器(円形掻器を含む)。

2類素材の長軸に刃部を有するもの。

a一側縁に刃部をもつもので、刃部が直線的なもの。直刃削器。

b一側縁に刃部をもつもので、刃部が外湾するもの。外湾刃削器。

c一側縁に刃部をもつもので刃部が内湾するもの。内湾刃削器。刃部が波状のものも含む。

c′挟り状の刃部をもつもの。挟入削器。

d複刃削器。複数の刃部をもつもの。

d′複数の刃部をもつもののうち、細身で先細りするもの。複刃尖頭削器。

e鋸歯状の刃部を有するもの。鋸刃状削器。

模形石器上下両端(もしくは一端)が潰れ、側面に樋状の剥離面を有するもの。

Rフレイク
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I 調査の概要

Uフレイク

石核

剥片

II磨製石器群

磨製石器群は磨製石斧およびその製作残片、研磨石材、前3者への分類不明破片からなる。

石斧すべて磨製である。

1類擦り切り技法による成形されるもの。

2類粗割・敲打により成形されるもの。

擦り切り残片

研磨石材

磨製破片破片のため、上記の分類に含まれないもの

環状石斧

111礫石器群

礫石器は使用痕が複合しているものが多く見られる。複合例については、礫石器は使用痕が複合しているものが多く見られる。複合例については、ここに示した器種の順番

の後者の分類に含めた。例えば、一個体にすり面とたたき痕が見られる場合はすり石に分類する。

たたき石使用痕には、つぶれ状。班状(あばた状） ・くぼみ状の3種が見られる。 くぼみ状の使用痕

は班状の使用痕が1カ所に集中した結果と思われる。

1類円形・楕円形のもの

2類棒状のもの

3類球状のもの

4類その他

石

類

類

類

り

１

２

３

す すり面が平坦～凸状になるもの。

断面形が三角形でその稜部にすり面を有するもの

円形・楕円形のもの

その他

砥石

1類

2類

角礫。板状礫・円礫を素材とし平坦～U字状のすり面を有するもの。

溝状すり面を有するもの。素材については1類と同じ。
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函館市中野B遺跡(11) 平成5年度北・平成6年度

石鋸

石錘

石皿概ね直径20cm以上の扁平礫にすり面・たたき痕を有するもの。

加工痕ある礫

礫･礫片

Ⅳ石製品

機能部の特定し難い加工・整形加工が施された遺物については石製品として扱い、下記の分類を設

定した。

軽石製石製品人為的と思われる湾曲。平坦面・挟りを有するもの。

円盤状石製品規格は円盤状土製品と同じ。

両端挟入石製品剥片製で、両端に小型の挟入部が作出されている。利器の可能性もある。

計測については過年度の中野A遺跡の報告と同様に、図I－6のように行なった。磨製石器につい

ては剥片石器と同様である。礫石器は機能部にこだわらず、長軸を長さ、短軸を幅としている。部位

の名称は、本文中で便宜上使用したものにつき下図中に記した。なお、遺物実測図中ではたたき痕

は＝－＝、すり痕は←→で範囲を表した。また、剥片石器のうち、縁部に使用痕・摩耗痕が見られる

場合は←→で、器体に摩耗痕、光沢が見られる場合はスクリーントーンで範囲を表した。

すり石1類礫石器剥片石器
稜

端部

平坦面

端部 端部

平坦面左面 右面 長
さ

長
さ

長さ

端部 石錘

■
r ，~

零
骨工屋つ
一

幅

｢‐ 長さ ｰ’

図1－6石器の計測方法の模式図
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I 調査の概要

6遺跡の概要

中野B遺跡は、函館市街の東方約8klnのところにあり、函館空港現滑走路の東端部に隣接している。

地形的には、津軽海峡へ注ぐ小河川、銭亀宮の川河口から700m～800mほど遡った標高40m～50mの左

岸段丘上に立地している。川を挟んだ対岸には中野A遺跡があり、中野B遺跡の北東から東側に隣接

して石倉貝塚遺跡が位置している。

中野B遺跡は、昭和50年度に進入灯工事区域が函館市教育委員会によって調査されており、貝殻文

尖底土器を伴う時期の竪穴住居跡21軒、土曠15基からなる集落跡と、22基のTピットが発見されてお

り、また平成4年・ 5年度には空港拡張工事に伴い当センターが調査を実施し、同時期の竪穴住居跡

347軒、土塘171基の集落跡、41基のTピットが発見されている。銭亀宮の川周辺に営まれた縄文時代

早期の集落が、下北半島に広がる文化との密接な関係とともに明らかにされてきている。

表1－2年度別遺構一覧

平成6年度平成4年度 平成5年度

96鯛143軒 205軒

C地区5軒 B'地区南 28軒 北 177軒 A地区91軒 B地区

４０４

、

、

１

３

７

９

０

０

０

０

４

４

４

４

－

一

一

一

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

６

５

晦

銘

”

Ｍ

一

一

一

一

一

８

１

７

Ⅳ

如

布

Ｍ

一

一

一

一

一

一

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

４７
，

２

７

４

５

６

３

５

５

９

０

１

７

１

１

１

２

２

．

一

一

一

一

、

１

９

４

１

６

５

，

４

５

９

９

１

６

１

１

１

１

２

－

一

一

一

一

一

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

０

４

０

９

１

５

１

２

３

一

一

一

８

５

６

７

５

９

０

１

１

１

２

２

－

一

一

一

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

３５１

０

８

９

，

０

１

４

７

４

４

４

皿

一

一

一

、

１

１

０

９

５

１

２

３

３

４

４
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一

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

竪

穴

住

居

跡
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５

ｍ
~~

Ｆ
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集
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Ｐ
ｌ
Ｔ
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１

２
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ｌ
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函館市中野B遺跡(11) 平成5年度北・平成6年度

（1）平成5年度北調査区

平成5年度北調査区は、現進入灯区域の北側に隣接し、銭亀宮の川寄りの地区7,530㎡である。調査

区は、標高44m～48m、北東から南西へゆるやかに傾斜している。ほぼ55ライン(東西)の北側は、農

地改良のための大がかりな心土破砕が加えられ、V層中まで攪乱、削平され、 1I1， 1V層は残存してい

なかった。ただ調査区北端部の農道や心土破砕のおよんでいない処では、一部に1I1層が残存していて

遺構が検出されている。遺構の大半は調査区の南西側で集中的に重なり合った状態で検出された。検

出された遺構、遺物の概要は表1－3． 4に示すとおりである。住居跡、土曠、焼土は住吉町式土器

の段階のものである。ただ平成4年・5年度南で発見されたムシリI式土器を伴う住居跡は2軒(H-

165．172)検出されている。住吉町式の中でもより新しい時期に位置付けられる土器(ID2=根崎式土

器)を伴う住居跡が発見されている。なお調査区北端部で検出された遺構(竪穴住居跡26軒､土曠29基）

は、P-113覆土中で縄文前期の土器が1点出土しただけのため、時期は不明である。ただ住居跡の平

面形や構造的なものに南西側のものと明瞭な差異は認められないことなどから考えると、ほぼ縄文時

代早期中葉の時期のものとして良いように思われる。

竪穴住居跡は、前年度までと同じようにほぼ環状にまとまっている様子がうかがわれる。著しい重

複のため全体は把握し難いが、平面形は隅丸長方形や長円形状のものが多く、方形や円形状のものも

見られる｡住居内に炉をもつものは少なく、明確に炉跡と判断出来たのはH-175など4軒に過ぎない。

規模は長径がほぼ3m～7mの範囲におさまり、5m前後のものが多いようである。主柱穴は1～6個

程度で、2本柱ないし4本柱のものが多く、H-164のように10～12個の主柱穴が規則的に配列してい

る例も見られる。平面形や規模に関わりなく壁沿いに支柱穴がめぐっており、支柱穴の外側にジグザ

グ状に配置された、土止め状の小ピットが並んだ住居跡もあった。

土曠は円形もしくは楕円形状のものが多く、全体に浅い。ただフラスコ状ピット(P-99)や覆土の

堆積状態などから土曠墓と考えられるものもある。また復元可能な一括土器や石皿、すり石などを伴

う土曠もあった。Tピットは規則的な配列は見られないが、他遺構を壊して構築されていた。

出土遺物は前年度までに比べてやや少ないようである。特に遺構内からの出土量は少なかった。

土器では物見台式、住吉町式、ムシリI式などの土器が多く出土しており、他に表館VI群、東釧路

III式、中茶路式、東釧路1V式、および縄文前期の土器が少量出土している。また縄文晩期の土器が1

点出土した。このうち住吉町式土器が圧倒的に多く、全体の80%(住吉町式76%、根崎式4%)にもの

ぼっている。

石器では石鍼、石槍、石匙、箆状石器、スクレイパー、石斧、たたき石、すり石、石皿、砥石、石

錘などが出土しており、スクレイパー、石匙、たたき石、すり石、石錘などが比較的多いようである。

表1－3平成5年度北の遺構一覧

表1－4平成5年度北の出土遺物一覧

合計

4,426

17,054

21,480
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－
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一
趣

Ⅱ
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６
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却
一
狸
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一
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｜
恥

皿
一
”
｜
加
一
畑

IE

312

1，497

1．809

噸
－
３
｜
健
一
鮪

唯
一
５
｜
弛
一
師

土器

遡 構

嘔
一
Ⅳ
’
４
｜
班

１

－

１

包含層
一

合計

その他 合計

1,806

13,624

15,430

磨製石器群

10

45

55

礫石器群

1,006

3.935

4，941

剥片石器群

779

9，578

10．357

峠
一
畔
一
評
一
謡

I

ｕ
｜
師
一
万

18

堅穴住居跡(軒）

177

土城(基）

75

Tピット(基）

28

焼土(ヵ所）

11

合 計

291



I 調査の概要

（2）平成6年度調査区

平成6年度調査区は、A地区、B地区、C地区およびB'地区の4カ所で、検出された遺構、出土遺

物数の概要は表1-5 ･ 6のとおりである。

A地区は、平成5年度北調査区の東側に隣接し、調査面積は7,800㎡である。調査区は、標高47.00

m～49.70mで、北北東から南南西方向に若干傾斜している。ただ平成5年度北調査区付近ではやや急

に傾斜している。ほぼ55ライン(東西)の北側は前年度同様、心土破砕により111, 1V層は残存せず、遺

物も出土していない。僅かにTピットが検出されただけである。遺構は前年度に続く南西から南側の

部分に集中しており、標高がやや低くなる東側へは広がらないようである。検出された遺構(Tピット

を除く）は物見台式､住吉町式土器を伴う時期のもので､住吉町式の中でも新しい時期に位置づけられ

る根崎式を伴う住居跡も発見されている。

竪穴住居跡は、前年度までと同様環状のまとまりをもっており、大きく東西二つのまとまり地区が

うかがえる。著しい切り合いのため全体は把握し難いが、平面形は隅丸長方形状、晴円形状のものが

多いようである。規模は長径8mをこすもの(H-39)もあるが、 5m以下の浅い皿状に掘り込まれたも

のが多い。炉跡を伴う住居跡は稀れで､柱穴も1～数本の主柱と壁沿いをめぐる小ピットからなるが、

整然とした配列がうかがえる例は多くない。床面や覆土からの遺物の出土量は少なめである。

土壌には、フラスコ状ピット、土曠墓と思われるもの(P-98)、石皿、すり石、石錘の集中を伴う

もの(P-180など)、すり石などが入った柱穴状の小ピット(P-254)、などがある。フラスコ状ピッ

トは53ライン(南北)付近に17基まとまっている。これらは径、深さともに2m前後の大型であるのが

特徴的である。Tピットは規則的な配列などは認められず、また他遺構を壊して構築されている。

出土土器は、物見台式、住吉町式、ムシリI式などの土器が多く出土しており、他に中茶路式、東

釧路Ⅳ式の土器も少量出土している。このうち住吉町式土器が圧倒的に多く、全体の83％(住吉町式

40％、根崎式43％)を占めている。

石器では、石錘やすり石、たたき石などの礫石器が多く、他に石鍼、石槍、石匙、箆状石器、スク

レイパーなどが出土し、特に石錘、スクレイパーの出土量が多い。

B、C、B'地区は、遺構確認調査区で、調査面積は20,600㎡である。遺構､遺物の概要は表1－5．

6のとおりである。C地区の住居跡、土壌の時期は、遺物が8点(石器)出土しただけであり、決定し

難い。B'地区は工事中にTピットが発見されたため、調査区に組み込まれたもので小型のフラスコ状

表1－5平成6年度の遺構一覧

堅穴住居跡(軒） 土城(基）
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今
ロ 計
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5 加
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２
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表1－6平成6年度の出土遺物一覧
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函館市中野B遺跡(11) 平成5年度北・平成6年度

ピット2基とTピットが検出された。B、C、B'地区は縄文時代早期中葉の集落の周縁部に当り、T

ピットが多く発見されていることなどから、狩猟場的な空間であったと考えられる。

表1－7平成5年度北調査区遺構一覧

住居跡 単位：、

長 軸 × 短 軸 深さ
×

(上場／下場） （上場／下場> m

床面積

、？
遺構番号 平面形 長軸方向 備 考

隅丸長方形状

長 円 形

隅丸長方形状

ほぼ隅丸長方形状

隅丸長方形状

楕円形状

隅丸長方形状

楕円形状

〃

隅丸長方形状

〃

楕円形状

〃

隅丸方形状

〃

楕円形状

隅丸長方形状

楕円形状

5．94／5．70×4.25/4.00×0.22

6. 10/590×3.90/355×0．33

(4.20)/(380)×3.27/290×0.36

6．10/5.70×5.56/5．16×0．30

4.50/413×3.80/340×0．24

5.40/5.00×(4.90)/(4.50)×0.35

7.25/6.90×5 13/4.80×0.32

650/620×5．06/470×0.28

430/403×422/384×0.24

6~14／5．77×4．33／4．00×0．28

(3.90)/(3.70)×3.90/3.75×0．25

5~87／5．40×(4~53)／(390)×0．37

590/4.56×4.52/4.00×0.32

393／3．32×374/3.40×0.28
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4．27／4．40×(3~05)／(2~88)×022

4．40／4．10×3.64/3.44×0.40

5~46／5．18×5．15/4.90×0.23
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5.12/5.00×(4.60)/(420)×0.30

-／－×－／一×－

－／一×430/4.05×0.21

岬
一
刷
一
畑
一
皿
一
睡
蝿
一
脚
一
晩
一
姉
一
噸
一
唖
一
噸
一
ｍ
ｌ
ｍ
ｌ
ｍ
－
ｍ
ｌ
畑
一
応
一
姉
、
一
畑
一
ｍ
｜
Ⅷ
一
曲

1822

17．40

9．92

24．94

11．47

(18.40）

28．72

21．72

12.62

19．23

(10.42)

(17.73)

1811

10．12

5．41

20．53

(24.40)

14．61

Ｗ

Ｗ

Ｅ

Ｗ

Ｅ

Ｗ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

一

一

一

一

一

一

一

一

一

Ｅ

ｗ
ｗ
ｒ
ｒ
計
斗
却
却
｝
雁

一

一

一

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｅ

Ｅ

－
－

．
．
０

１

５

７

一
一

Ｎ

Ｎ

Ｗ

Ｗ

Ｅ

Ｅ

’

一

一

一

○
●
○
口

０

９

７

２

２

１

４

１

一

一

一

一

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ 焼土あり

状

状

状

状

状

状

状

状

状

状

恥
形
》
》
恥
形
恥
形
咋
砕
〃
〃
〃

長

台

隅

隅

長

円

楕

円

長

隅

ｊ

｜
皿
岬
恥
岬
唖
咽
唖
一
岬
恥
皿
獅
一

９

４

７

６
●
ぞ

９

８

１

１

く Ｅ

Ｅ

Ｗ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｗ

Ｅ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｅ

Ｗ

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

。

。

①

ロ

。

。

。

＠

ａ

。

。

。

。

５

５

０

２

０

７

５

５

８

３

２

６

５

３

２

１

３

５

２

３

２

１

１

７

５

３

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

炭化物あり

182
-

183

'84

185

186

187

188

189

190

195

206

207

208

209

210

211

212

213

214

217

218

219

220

221

222

223

224

225

226

227

N－7()。－E

(隅丸長方形状？）

隅丸長方形状

〃

〃

｜
｜
郷
一
皿
恥
一
一
恥

Ｅ

Ｅ

Ｅ

~
~
~

、
。
⑨

７

５

３

５

２

１

一

一

Ｎ

Ｎ

Ｎ

焼土？

隅丸長方形状？ N-40°－E

－／－×－／－×－

隅丸方形状

隅丸長方形？

長 円 形

長円形状

隅丸方形状

卿
岬
Ⅷ
哩
哩
岬
一
一
一
眠
唖
幟

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

獅
郵
秘
弧
蠅
一
一
一
一
却
纈
錘

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

稚
鍛
利
御
柳
一
一
一
一
和
池
稚

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

ｊ

ｊ

鋤
一
一
率
抑
卸
一
一
一
郡
仙
郷

く

く

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

ｊ

ｊ

柳
一
一
杣
蠅
皿
一
一
一
唖
椛
蝿

く

く

N－67．W5．37

(11.09）

(10.89)

（8.72）

(1633）

(27.30） ！
Ｅ

Ｗ

Ｗ

~
~
~

。
。
、

５

０

０

７

５

６

’

一

一

Ｎ

Ｎ

Ｎ

(2387）

10．49

10．43

9．91

楕円形？

楕 円 形

不整円形状

円 形 状

Ｗ
Ｗ
Ｗ

一

一

一

ｒ

５

Ｔ

４

７

８

一

一

一

Ｎ

Ｎ

Ｎ
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I 調査の概要

床面穣

㎡

鑑
、
｜

×

×

軸
畷
一
／

／

短
蝿
一

×

×

軸
”
｜
／

／

長
蝉
一

備 号長軸方向遺構番号 平面形

｜
麹
銃
郵
一
”
｜
認
知
一
加
一
狐
狸
麹
一
麹
班
一
翫
一
獅
郡
郡
一
籾
麺
一
麺
翻
一
狸
燕
一
証
靭
鉦
一
籾
如
麺
一
狸
畑
奴
雄
一
疵
誠
一
細
如
刎
一
ｍ
”
魂

８

９

０

１

２

３

２

２

３

３

３

３

２

２

２

２

２

２

－Ｈ ’
一
一
梱
一
岬
一
一
一
岬
一
二
一
一
一
一
吋
一
岬
一
一
岬
一
”
｜
皿
一
蠅
一
岬
一
吋
一
辨
一
極
一
岬
一
蠅
一
函
而
一
吋
一
皿
一
祁
一
岬
一
岬
一
皿
一
岬
而
一
吋
耐
一
瞬
一
吋
一
恥
一
一
一
恋
一
岬
一
一
一
一
一
州
一
咽
一
一
一
一
一
一
一
一
一
岬
一
皿
一
吋
一
一
一
岬
一
岬
一
一
一
一
一
唖
一
一
一
一
一
錨
一
一

－／－×－／－×－

(3.68)/(3.50)×2.96/2.70×0.24 Ｅ

Ｅ

一
一

○
○

４

０

２

２

ｌ
－

Ｎ

Ｎ

隅丸長方形状

〃 (4.00)/(3.70)×3.50/320×0.24

-／－×－／一×－

N-71°－H隅丸長方形状 500/4.80×(4.30)/－×（)~16

－／－×一／－×－

－／－×－／－×－

｜
恥
峨

×

×

×

｜
｜
狸

／

／

／

一
一
銅

×

×

×
ｊ

｜
郡
杣く

／

／

／
ｊ

｜
利
蝿く

Ｗ
Ｗ
一
一

、
。
２

４

４

２
~~

Ｎ

Ｎ

隅丸長方形状

長円形状

－／一×一／－×－

楕円形状

長 円 形

隅丸方形状

円 形 状

長円形状

円 形 状

長円形状

円 形 状

長円形状

隅丸長方形

隅丸長方形状

卵 形

長 円 形

〃

〃

長円形状

長円形状？

円 形 状

隅丸長方形状

隅丸方形状

長円形状

楕円形状

不整五角形状

隅丸長方形

〃

－／一×3.12/2.80×（).16

4.60／4.3(）×3．35／3．05×（)25 Ｗ

Ｗ

Ｅ

Ｗ

Ｗ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｗ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｗ

Ｅ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｅ

Ｗ

Ｅ

Ｗ

Ｗ

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

。

。

。

。

⑦

厚

。

。

。

。

。

。

●

。

②

。

⑪

。

。

、

。

●

●

○

別

記

弱

的

弱

帥

汚

帥

鏥

晦

馳

帥

妬

妬

妬

如

５

別

別

妬

”

髄

弱

冠

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

3.55／3．15×3.50/3．10×0．40

3.60/3. 15×340/3.00×（)25

4．15／3．80×(3.20)/(2.90)×0．20

－／－×3~75／2．90×020

390/3.70×275/2.50×0.20

267／2．45×

(4.00)/－×

3．30／3~05×

2.55／2．37×

2.90/255X

2.80／2．55×

0．15

0．25

0．30

(550)/一×5.20/480×0.20

ｊ

ｌ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

艸
卿
暉
唾
幟
嚥
啄
唯
唖
卿
卿
幟
卿
岼
卿
哩
睡
一
睡
卿
哩
岬
哩
哩
一
睡
哩
岻
卿
岻
恥
噸
畷
卿
一
唖
睡
卿

く

く

Ｉ

~

く

く

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

１

１

１

１

１

ｊ

柳
柳
猛
繩
一
獅
刈
稲
卸
堀
郡
蠅
唖
狸
一
秘
銅
一
一
一
“
一
一
識
一
切
劉
獅
和
一
和
一
脚
班
一
読
仙
岻

く

Ｉ

~

ｌ

く

く

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

伽
和
稲
獅
一
一
和
邨
蠅
郡
珈
副
柳
抑
一
汕
仙
一
一
一
郡
一
一
秘
一
蠅
邨
輌
郡
一
卸
一
Ⅷ
辨
一
率
唖
仙

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

く

くｊ

く

ｊ

ｊ

く

く

く

ｊ

伽
一
価
郡
杣
一
繩
一
Ｗ
｜
恥
銅
卸
蝿
一
狸
唖
一
一
和
鋤
一
一
一
一
鋤
狸
獅
汕
和
蠅
一
一
叩
一
一
訓
一

く

く

く

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

珈
一
柳
私
抑
一
識
一
報
一
卸
唖
卸
郡
一
鞆
、
’
一
柳
唖
一
一
一
一
轆
釦
狸
狸
班
伽
一
一
判
一
一
部
一

く

く

く

く

不整円形

長 円 形

N-78°－E

N-44o 咽，

Ｗ
Ｅ
ｌ
－

ｒ

げ

７

２

一
一

Ｎ

Ｎ不整五角形

274

~275
N－11．W

長円形状

円 形 状

不整円形状

楕円形状

円 形 状

長円形？

N－82o－E276

277

278

279

280

281

282

283

284

285

286

287

288

N－69o－W

N－S

Ｅ

Ｗ

Ｗ

一

一

一

鋤

８

妬

一

一

一

Ｎ

Ｎ

Ｎ隅丸長方形

Ｗ

Ｅ

Ｅ

一
一
一

回
⑤
、

５

０

０

１

８

２

一

一

一

Ｎ

Ｎ

Ｎ

長 円 形
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函館市中野B遺跡(11) 平成5年度北・平成6年度

さ

、

３

３

深

叩

叱

×

×

×

ｊ

軸
秘
郵
一

／

／

／

短
蝿
郵
一

く
×

×

×

ｊ

軸
趨
一
郡

／

／

／

長
蝿
一
細

く

床面積

nf
遺概番号 平面形 長軸方向 備 考

H-289

290

291

292

293

294

295

296

297

298

299

300

301

302

303

304

305

306

307

308

309

310

311

312

313

314

315

316

317

318

319

320

321

322

323

324

325

326

327

328

329

330

331

332

333

334

335

336

337

338

339

340

341

342

343

344

345

346

347

348

349

N－45o－E

－／一×－／－×(015） －
－

(8.25）４

０

１

３
■
申

０

０

×

×

２

０

１

１
~~

３

３

／

／

０

５

５

４
申
◆

３

３

×

×

一
一

／

／

｜
’

N－13･－W

－／一×4.00/3.75×0.30 ~

－／－×一／一×－

－／一×－／－×－ ~

一
一

×

×

一
一

／

／

｜
｜

×

×

一
一

／

／
~~

二二二
－／－×－／－×－

一／一×－／－×－

隅丸長方形状

隅丸長方形状？

６

８

１

１
Ｇ
■

０

０

×

×

０

０

７

３
Ｇ
●

２

３

／

／

０

０

８

５
申
申

２

３

×

×

抑
一
／
／
卸
一 ｊ

’

５

５

２

７号

６

０
１

~
Ｗ
Ｗ
一
一

。
。

０

５

３

８

一
一

Ｎ

Ｎ

－／－×－／－×－

｜
Ⅷ
一
一
一
哩
暉
一
一
一
哩
一
唖
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
哩
咽
咽
岬
岬
皿
叩
一
岬
岬
一
一
一
一
一
一
一
噸
咄
叫
Ⅷ
唖

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

一
一
一
一
一
卸
ｗ
一
一
一
ｗ
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
怨
一
郵
趨
一
一
一
一
郡
一
一
一
一
一
一
一
一
蠅
皿
一
繩
一

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

一
一
一
一
一
辨
郡
一
一
一
抑
一
噸
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
卸
一
報
卸
一
一
一
一
獅
一
一
一
一
一
一
一
一
郡
抑
一
轆
一

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

｜
蝿
一
一
一
一
鋤
一
一
一
一
一
卸
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
獅
和
獅
一
辨
一
祁
一
郡
一
一
一
一
一
一
一
一
柳
抑
汕
抑
稚

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

一
唖
一
一
一
抑
伽
一
一
一
柳
一
和
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
唖
杣
鉦
一
卸
一
鉦
一
班
一
一
一
一
一
一
一
一
郡
和
和
抑
抑

隅丸長方形状 (10.68)IN-46o－E I焼土痕？

~

隅丸長方形状

円 形 状

(13.93）
－

(10.39)

N-75･－E

－

－

(1000)楕円形状 N 8．－W

隅丸長方形状？ (21.21) | ･N-40o－E

’
’
’
’
一
一
一

｜
’

隅丸長方形状

円 形 ？

円 形 状

円 形 状

隅丸方形状

円 形 ？

円 形 ？

皿
一
噸
”
一

価

く

Ｅ

Ｗ

Ｗ

Ｅ

Ｗ

Ｗ

一

一

一

一

一

一

①

●

、

ｅ

○

○

Ｍ

５

訓

帥

帥

妬

一

一

一

一

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

地床炉？

地床炉？

5．19長 円 形 N－l5o E

隅丸方形状

隅丸長方形状

隅丸方形？

長 円 形

円 形 ？

郵
一
鋤
一
梱
一
岬

Ｗ

Ｗ

Ｅ

Ｅ

一

一

一

一

⑨
。
。
。

０

０

０

５

５

７

３

６

’

一

一

一

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ
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I 調査の概要

床面秋

nf
短 軸 × 深さ長 軸 × m(上場／下場） （上場／下場）

考長軸方向 備遺栂番号 平面形

H-350 1梢円形状I (4.88)/(4.40)×(3.40)/(3.20)×0.20 (1214) I N-S

土塘 単位？、

短 軸 ×(上魯/単暢)×(上場/下場） ”
深さ

長軸方向 備 考遺構番号 発掘区 平面形

1.00/0.78×084/074×0.37

1 .20/0.99×1.07/0.88×0.40

233／1．96×(204)/(175)×0.32

1 .51/128×一／－×0.23

－／－×1.04/0.70×0.32

(2~13)／(1.60)×(1.66)/(120)×0.32

1．93／1．30×(190)/1．30×0.32

1l7/0.83×1. 12/068×058

－／－×－／一×－

(2.50)/(2.10)×210/1.68×0.30

1 .57/092×1 .24/0.78×0.46

1．95／1．73×1.40/115×0.23

1．26／0．94×1. 13/082×0.24

(1.00)/(068)×(096)/(0.60)×032

1 .33/1.14×－／一×0.23

－／－×(1.40)/(123)×0．23

－／－×1.92/1 .60×0.22

1．74／152×163/1 .36×0．23

(1.20)/(1.00)×0.96/078×0.24

2．34／2．08×(2.15)／(185)×024

(1.92)／(1.70)×1．74/1.27×0.29

1.95/1.63×1.53/119×0.25

1 . 10/0.98×(0.87)/(070)×0.18

128/1.08×(1.04)/(096)×0.22

－／－×1.66/133×0.22

－／－×－／－×－

－／－×－／－×－

1.00/0.92×(076)/(074)×026

1.70/1.29×0.86/066×0.22

(1.70)/(140)×154/1.28×026

0.51/0.32×0.36/0.28×0.34

1.14/1.02×(0.66)/(052)×0．08

(1.82)／(1.74)×1 .84/1.45×0.25

－／－×11()/0.83×0. 14

0．86／0．64×0.83/0.62×0.17

－／一×0．97／0~68×0. 15

1．83／1．60×1.51/123×0．40

0．47／0~15×0．46/0.15×0.30

(1.66)／(1.22)×(1.60)/(128)×0．25

(1 .06)/0.84×0.92/0.70×0.22

(1.29)/(0.98)×1 .00/072×0．28

1()0/0.76×(1.00)/0.68×0.18

(1.60)／(1.24)×116/0.76×0.23

－／－×一／－×－

1 .25/1.08×0.85/064×0.13

-／－×－／－×－

1 .34/1.10×120/08()×0．20

1.40/1.00×1. 15/0.82×0.18

0.49/0. 10×0.44/011×0．19

0.56/0.22×0.56/025×0．19

0.94/049×0.97/0.53×0.32

1．18／087×0.90／0．63×0.21

1．60／0．58×0.94/0.65×0．31

1 .79/0.67×0.92/068×0.23

1.43/0.80×092/032×0.34

1 .54/0.47×0.94/0.50×0.30

土職墓？隅丸長方形状

〃

長円形状

隅丸長方形状？

楕円形状

Ｅ

Ｅ

Ｅ

一

一

一

○
⑨
。

０

３

０

７

６

７

一

一

一

Ｎ

Ｎ

Ｎ

P-75

81

82

85

86

88

89

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

３

３

２

４

４

３

ワ

》

４

△

４

今

６

６

０

０

勺

１

３

２

６

４

４

４

４

４

４

４

４

６

６

５

５

５

４

４

６

糾

岨

：

妬

娼

蛇

別

岬

盤

擢

“

・

・

⑲

姻

蛇

網

媚

網

娼

・

・

・

・

・

・

妬

・

・

柳

奴

・

師

師

馳

師

師

師

仙

佃

“

“

妬

蛇

蝿

姻

・

岬

妬

獅

”

媚

“

梱

刷

馳

・

“

“

躯

“

錨

刷

・

髄

一

一

幅

娼

一

一

一

一

二

一

狐

娼

二

一

一

一

二

蛇

似

偲

蝿

砺

侭

一

柏

⑬

一

一

卵

一

一

一

二

一

二

一

一

一

一

一

一

岨

一

一

三

一

二

一

一

砠

一

一

一

三

一

鮪

一

打

鉛

二

似

蛇

蛆

狸

胡

廻

噸

師

一

一

細

細

諏

調

詔

舜

調

一

一

一

一

一

一

妬

二

偲

獅

一

諏

託

鋤

錨

師

弱

抑

心

犯

刎

認

蛇

鋤

蛇

一

銘

蛇

拓

鞭

蛇

調

鋤

琉

別

一

弱

諦

弱

諏

舜

弱

一

錦

８

９

０

６

８

７

８

９

５

４

２

３

８

１

０

７

３

３

４

４

３

３

３

３

５

５

４

４

３

４

４

５

塘底面で石錘1点出土

円 形 状

長円形状 N-50．－W フラスコ状ピット （小）

土器184点、石錘9点出土

土城墓？

長円形状

楕円形状

長 円 形

円 形

隅丸長方形状？

長円形状？

Ｗ

Ｗ

Ｅ

Ｅ

Ｗ

一

一

一

一

一

３

０

０

５

１

２

３

５

６

７

一

一

一

一

一

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

長 円 形

隅丸長方形状

梢円形状

〃

隅丸長方形状

楕円形状

〃

〃

Ｗ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｗ

一

一

一

一

一

一

一

５

８

８

９

０

５

７

７

２

５

４

４

４

４

５

６

一

一

一

一

一

一

一

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

P.D、4の堆菰あり、繩文､、
1脚の二に器隅十

楕円形状

不整楕円形

隅丸長方形状

円 形

楕円形状

卵 形 ？

隅丸長方形状

隅丸方形状

長円形状

隅丸長方形状

円 形 状

円形状？

長円形状

楕円形状

隅丸方形状

隅丸長方形

楕円形状

〃

フラスコ状ピット？ （小）Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｗ

Ｅ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｅ

一

一

一

一

一

一

一

一

○
①
●
○
口
、
色
。
。
叩

２

９

羽

“

瀦

幻

Ｂ

Ⅳ

肥

創

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

覆土中で研磨石材1点出土

石皿あり土城墓？

P-126と酷似石皿あり

N－S

N－15o－E

N-30.-Ⅵ

N－S

長 円 形

〃

円 形 状

〃

〃

楕円形状

不整楕円形

楕 円 形

不整隅丸長方形

隅丸長方形状

N-85。－E

N－85o E

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

－

－

ｏ
⑨
●
~
○
~
~
、

４

０

５

７

５

７

６

５

１

５

~
~
~
~
~

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

23



函館市中野B遺跡(Ⅱ）平成5年度北・平成6年度

長 軸 × m短 軸 × 深さ
(上場／下場） （上場／下場）

遺櫛番号 発掘区 平面形 長軸方向 備 考

不整隅丸長方形

楕円形？

円 形 状

隅丸長方形状

楕円形状

〃

円 形 状

〃

楕 円 形

円 形

長 円 形

楕 円 形

隅丸長方形状

円 形 状

楕 円 形

隅丸方形状

長円形状

楕円形状

楕 円 形

1.66/1 . 13×100/0.59×030

－／－×0.92/0.40×0.22

0.96/0.68×0．92/0.58×0.30

1.08/056×0.84/0.46×0.27

1.38／0．85×1~18／0．54×020

132/0.50×062/037×018

0.62／0．46×0．51／0．36×0.18

0.74/041×0.72/0.47×0.20

0.60/0.33×0.50/0.30×0.20

068/046×068/048×O~14

1~44／0．35×(0.80)/030×0.32

094/040×0.50/0.32×0.20

0.90/0.31×052/036×018

0.58/0.30×0.52/0.28×0.16

0.80/039×0.64/030×0.12

0.48/0．28×0.42/0.23×0. 12

0.96/0.72×055/0.40×0.12

0.88/0.45×0.71/()37×0.22

1. 10/075×0.83/0.59×0.20

P－148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

７

５

８

７

６

６

６

６

“

髄

“

“

師

師

・

郎

師

髄

髄

“

鴎

侭

“

・

師

・

髄

師

・

他

一

一

二

二

髄

二

一

一

一

一

一

一

“

一

師

一

一

師

一

郎

認

諏

詔

諏

詔

一

別

弱

別

別

拓

弱

弱

師

一

記

一

研

弱

一

稲

７

８

８

９

５

５

５

５

Ｗ
Ｗ
一
一

口
。

５

５

２

６

一
一

Ｎ

Ｎ

Ｗ

Ｅ

Ｅ

Ｗ

Ｗ

一

一

一

一

一

Ｓ

げ

げ

砂

げ

げ

一

５
８
竜
詔
罰
Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

土棚塾?手管舌筆石Ⅱ1,出二！
P-154と酷似

すり石2点出土

Ｅ

Ｅ

Ｅ

一

一

一

①
。
。

Ｏ

２

２

６

５

６

－

－

－

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

－

－

－

－

Ｅ

↓
訓
封
認
咋

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Tピット 単位：、

長 軸 × m短 軸 × 深さ
(上場／下場） （上場／下場）

長軸方向 術 考発掘区 平面形遺柵番号

3.24／335×100/0. 14×126

4~00／3．86×1.10/0.26×1.36

4.54／4．02×082/027×106

322／3~70×0．84／0．20×1.23

4.30/3.76×0.71/019×0.92

－／一×0.78/0.2()×1.26

3.60/300×0.80/0.26×1.35

3.50/3. 18×0.80/0．31×0.83

2.60／2．26×0.92/0.20×088

3.14／3．19×078／0．23×120

3．10/3. 10×073/0. 16×1.16

3.38／2．54×0.35/0.26×0.60

2.87／2．80×060/008×083

3~12／2．90×0.75/0.12×122

3．62／4．00×0.78/024×1.24

2~71／2~80×052／0．16×1．15

3．54／3．75×0.82／0．18×1.26

3.60／3．40×0.60/018×0.80

3.20/340×0.70/0.22×1．12

3．17/330×0.35/0.24×1.06

3．50／3．60×0.60/0.27×090

－／一×054/0.24×098

3.70/3.90×0.64/0. 18×1.09

3．64／368×076／0．16×122

366/370×0.88/0.40×1．09

3.10/2.74×095/024×1.05

－／－×(1 .00)/(0. 17)×112

3．26／294×050/0.37×0．84

状 Ｅ

Ｗ

Ｅ

Ｗ

Ｅ

Ｗ

Ｗ

Ｅ

Ｅ

Ｗ

Ｅ

Ｗ

Ｅ

Ｅ

Ｗ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｗ

Ｅ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｅ

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

○
○
●
、
。
。
。
①
。
●
。
。
。
。
。
。
。
。
Ｂ
●
○
画
、
○
回
。
、
回

鴻

別

記

羽

９

Ⅱ

妬

肥

弱

皿

９

㈹

帥

帥

別

７

蛎

皿

弱

９

汚

硫

応

８

釘

賜

拓

偲

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

満

″

〃

〃

〃

状

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

整

溝

溝

溝

不

溝

０

２

２

４

４

８

２

８

８

４

６

６

２

２

２

２

Ｆ

Ｄ

４

４

６

５

５

５

４

４

４

５

５

４

４

４

４

４

４

４

心

４

４

４

４

△

妬
印
・
・
・
・
・
鞭
狐
狐
姻
・
誕
副
蛇
嘔
妬
諏
・
諏
誰
幅
幅
・
”
．
：
鯛
・
・
“
鞭
：
狐
梱
狐
・
妃
・
・
・
別

一

雨

塾

引

網

娼

璽

一

二

型

一

二

一

扇

二

二

璽

鯛

幅

嘔

一

い

い

二

細

細

一

二

“

一

輻

幅

幅

一

妃
奴
一
二
一
五
虹
細
婬
妬
虹
妃
幅
粥
翌
妬
頓
墾
調
而
一
二
鳴
一
一
媚
媚
二
妬
郷
幅
一
調
６
《
↑
一
幅

２

３

４

６

７

０

５

０

９

，

乙

３

４

３

４

５

６

（

５

４

４

４

３

３

４

４

５

３

４

．

４

４

４

４

４

４

、

。

４

４

ｎ

ｄ

T－13

~14
15

16

灯
一
昭 ？

ー

状的

一

別

一

虹

一

理

一

羽

別

一

妬

妬

一

”

羽

一

帥

状

状

31

鑓
錦
一
拠
一
拓
一
洲
諏
一
銘
一
鋤
一
㈹
｜
帆

24



I 調査の概要

表1－8平成6年度調査区遺構一覧

住居跡 単位：、

長 軸 × 短軸 ×
(上場／下場） （上場／下場）

床面積

㎡

深さ

、

考遺構番号 長軸方向 備平面形

地床炉梢 円 形

長 円 形

隅丸長方形

隅丸長方形状

不整円形

隅丸方形状

ｊ

岬
Ⅷ
卿
幟
哩
岬
吋
嚥
峨
卿
哩
嘔
卿
岬
一
睡
咽
卿
卿
卿
岬
卿
恥
嚥
艸
一
一
哩
卿
噸
一
一
Ｍ
睡
岬
岬
凹
地
卿
皿
幟
哩
咄
岻
唯
岬
卿
咽
咄
哩
皿
岬
岻
一
一
岬
皿
一

~

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

〕

１

１

１

認
獅
麺
蠅
諏
唖
抑
繩
蝿
獅
鋤
唖
狸
郵
一
祁
抑
抑
稚
郡
池
極
獅
釧
秘
一
一
却
蛾
慨
一
一
刎
州
獅
蝿
和
諏
錨
独
柳
柳
池
一
繩
一
卸
一
一
繩
辨
獅
一
一
一
噸
狸
一

く

く

く

く

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

〕

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

砺
加
唖
釦
郡
郡
独
温
佃
辨
柳
却
却
卸
一
理
麺
唖
仙
獅
錨
蝿
抑
識
狸
一
一
秘
弛
唖
一
一
抑
蝿
唖
蝿
杣
郵
弛
柳
抑
卸
一
一
卸
一
和
一
一
郡
鏥
狸
一
一
一
皿
池
一

く

く

く

く

Ｉ

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

１

１

１

１

１

１

鋤
郡
抑
価
祁
轆
一
一
岬
燕
砥
獅
池
利
一
糀
鏥
唖
稚
獅
繩
轆
独
伽
郡
一
一
獅
郡
州
一
一
和
抑
蝿
郡
一
郡
郡
鋤
伽
珈
秘
蠅
蠅
蠅
抑
似
似
岻
魂
獅
一
一
一
郡
繩
一

く

く

く

く

ｌ

く

／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
／

１

１

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

鋤
諏
副
蠅
卸
群
一
一
恥
稲
卸
和
卸
抑
一
狸
獅
珈
識
判
理
蠅
狸
唖
轆
一
一
繩
郡
柳
一
一
鋤
伽
郡
恥
一
抑
郡
獅
汕
噸
”
抑
愁
蠅
杣
郡
蝿
唖
郡
辨
一
一
一
狸
秘
一

く

Ｉ

く

く

ｌ

く

Ｉ

20.17

11．58

15．53

17．79

16．15

(10.57)

(3~68）

(10.15)

16.30

17．60

17.48

2．73

7．77

(12.00)

Ｗ
Ｅ
壬
却
却
諏

一

⑤

⑨

。

●

。

６

１

３

１

３

１

げ

４

８

０

１

７

一

一

一

一

一

一

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

｜
唖
麺
一
狸
翻
一
麺
統
一
郷
一
新
郷
知
一
知
弧
”
｜
知
一
弛
姉
一
知
獅
細
一
知
一
知
銅
弛
飛
認
乖
那
一
師
邪
知
一
卸
知
麹
恐
趣
恋
鉦
一
獅
郷
郷
知
知
一
理
懇
郷
班
郡
鋤
班
一
知
畑
一
皿
蝿
一
地
畑
一
畑

９

７

３

４
１

Ｈ

灰炉跡？

2本柱隅丸長方形状

円 形 状

隅丸長方形

長円形状

隅丸方形状

円 形 状

隅丸長方形状

Ｅ

Ｗ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

一

一

一

一

一

。

。

⑤

○

ゅ

７

５

５

５

５

２

４

５

４

４

一

一

一

一

一

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

、

〆

●

、

／

●

柱

柱

本

本

４

４N－20o－E

隅丸長方形

〃

長円形状

隅丸方形状

円 形 状

隅丸方形状

隅丸長方形状

長円形状

隅丸長方形状

〃

Ｗ

Ｅ

Ｅ

Ｗ

Ｅ

－
－
－

Ｄ
⑥
、
。
●

鉛

的

帥

帥

５

一

一

一

一

一

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

ｊ

｜

秘

一

剛

一

郡

皿

一

榊

一
抑
皿
獅
皿

く

Ｅ

Ｗ

Ｅ

－

－

Ｅ

－

ｒ

が

－

８

弔
竜
Ｗ
割

Ｎ

Ｎ

Ｎ

鵲
1622

隅丸長方形状

不遜楕円形

隅丸方形状

Ｗ

Ｅ

Ｅ

一

一

一

○
○
○

３

０

０

５

３

２

－

－

－

Ｎ

Ｎ

Ｎ

台 形 状

円 形 状

楕 円 形

不整楕円形

楕 円 形

隅丸長方形

〃

台形状？

長円形状

長 円 形

円 形 状

隅丸長方形状

長円形状

隅丸長方形状

長円形状

円 形状

不整楕円形

隅丸長方形

〃

隅丸方形状

（5.36）

12.97

13．48

18．57

(1718)

（7.60）

15．31

6．20

16.00

16．84

(10.18）

(14.82）

13.33

(1253）

1242

(16.03）

(12.21）

11．29

1295

（8.63）

(15.29）

叩
飛
却
却
垂
Ｗ
諏
壬
壬
韮
珊
Ｅ
壬
釧
蔀
王
壬
却
壬
壬

報
謝
斗
新
認
却
認
飛
↓
却
垂
咋
却
零
彌
少
狩
証
弱
”

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

一

一

一

一

蝉
一
睡
一
嘩
一
蝉
一
蝿

隅丸長方形状
〃

坤
一
伽
一
一

Ｗ
Ｗ
－
－

ｐ
⑨
５

８

３

４

一
一

Ｎ

Ｎ
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函館市中野B遺跡(11)平成5年度北・平成6年度

短 軸 ×長 軸 × m
深さ

(上場／下場） （上場／下場）

床面穣

㎡
長軸方向 考平面形 備遺描番号

岬
恥
岬
哩
哩
脚
唖
卿
咽
一
睡
卿

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

｜
郡
弛
秘
却
纈
一
汕
一
一
報
一

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

｜
狸
趣
価
唖
稚
一
判
一
一
辨
一

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

柳
繩
一
岬
一
一
郡
輌
州
一
一
郡

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

唖
一
一
抑
一
一
釧
蠅
唖
一
一
抑

ｊ
ｊ

－
恥
一
皿
一
岬
帥
一
岬
一
畑
岬

４

８

０

５

３

６

１く
く

隅丸方形

円 形 状

〃

〃

〃

長円形状

円形状？

長円形状

隅丸長方形状

Ｗ

Ｅ

Ｅ

ｌ

Ｓ

－

－

却
咋
韮
認

Ｎ

Ｎ

Ｎ

H 411

412

413

414

415

416

417

418

420

421

422

423

424

425

‘126

427

428

429

430

431

432

433

434

435

436

437

N25．－W

N-35･－W

W－E

(1433）

(21.00)

(15.67）

(18.91)

13．36

13．54

1247

4．78

9．29

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｗ

Ｅ

Ｗ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

⑥
＠
回
。
。
。
、
凸
○
○
○

如

５

開

明

弱

妬

５

詔

“

師

Ⅳ

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

長円形状

隅丸方形状

長円形状

〃

円 形 ？

長 円 形

〃

隅丸長方形

梢 円 形

卵 形

円 形 状

6~15／5．80×－／－×025

５

４

ワ

写

り

］

●

■

０

０

×

×

５

０

９

０

●

●

４

４

／

／

５

０

２

３

●

●

５

４

×

×

｜
ｗ

／

／

｜
姉

5.20／495×3．75／3．40×0．23

炭化物集中あり1.95／470×4．00/375×0.25

2.83／2．68×2．26／2~15×0.11

3.48／3．23×2.80/2.50×0.20

(3.94)／一×3.41/3. 17×0.16

4.60／4．38×－／一×0.13 1-

－／一×－／一×(020）

２

２

０

０

５

５
口
■

×

×

一
郡

／

／

｜
価

×

×

、
一
／
／
繩
一

状

状

乖
形
帳
円

隅

長 －／－×4.05/370
×025

(17.88）

(17.29）

6．02

13.96

767

631

(14.83）

8．92

Ｅ

Ｗ

Ｅ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｅ

Ｅ

Ｗ

’

一

一

一

一

一

一

一

一

。
。
。
。
。
＠
．
ゆ
り

５

５

６

５

０

８

５

０

３

６

７

２

１

１

５

７

５

３

一

一

一

一

一

一

一

一

一

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

3~62／3．18×328／254×0.34円 形 状

5.30／4．95×375／3．45×0.18

3.60/320×3.40/3.20×0.25

長 円 形

円 形 状

楕 円 形

長円形状

卵 形 ？

楕円形状

138

3.43／3~13×286／2．56×0. 14439

440

441

442

443

444

445

446

－／一×3．65／3.4(）×0.18

(3.78)/(3.50)×(3.50)/(340)×0.09

(2.67)／(2.56)×2.45/2. 10×009

－／－×－／一×(0.30)

状| 4.00/380×2.55/2.15×010 (664)
ワ ｜－／一×2鵬／’Rn×ハ17 1-－／一×3

Ｗ
Ｗ
Ｗ

’
’
一

○
○
○

５

５

５

３

７

４

一

一

一

Ｎ

Ｎ

Ｎ

長円形

長円形 ．05／280×0．17

－／一×4.00/3.80×0．19〃

－／一×－／一×(0.13）147

2.52／2．35×－／－×0.28448

449

｜
｜
’

3.45/3.08×－／一×0.30

土聡 単位：、

(上嶺／単場)×(上:/単場)×深さ、 考長軸方向 備平面形発掘区遺柵番号

－／－×－／－×－梢 円 形

円 形

楕円形状

楕 円 形

研
一
帥
一
塊
一
兜
一
別
一
妬
一
鮒
一
Ｗ
一
兜
一
噸
｜
蠅
一
畑
一
ｍ
一
ｍ
｜
皿
一
鯛
一
ｍ
一
燗
一
ｍ

０

０

４

５

５

５

別

別

刷

別

・

弱

雛

鈍

帽

蛸

鯛

廻

娼

凱

馴

別

・

幻

灯

・

粥

一

一

一

一

鯛

一

二

一

一

一

二

一

一

一

鯛

一

一

認

一

茄

弱

記

銘

一

茄

邸

躍

弱

腿

弘

副

弱

琉

髄

諏

一

調

別

一

別

５

４

４

５

５

５

－／030×060/0.35×0.22

120/0 82×1.08/－×0．30 Ｅ

Ｅ

’
一

回

、

０

４

５

２

’
一

Ｎ

Ｎ087/0.64×0．72/050×0.20

フラスコ状ピット皿
一
×

×

’
一

／

／

一
一

×

×

皿
一

／

／

和
一

P-155と酷似

土城墓？

土轆墓？

フラスコ状ピット

フラスコ状ピット

(0"93)/0 52×(0.78)/0.66×0.42 Ｅ

Ｅ

Ｗ

一

一

一

○
。
、

０

５

０

６

４

６

~
~
~

Ｎ

Ｎ

Ｎ

構 円 形

隅丸長方形

不整円形

1 .80/－×1.50/－×0.40

x1.35/1 .05×0.60

×－／－×0．80

×2．36／2．08×1．86

×－／－×－

x 1 .38/1.34×1．04

x 1 52/1 52×1.20

×－／1~32×1.50

x1 .90/1 .65×1.94

x1.90/1.60×1.83

×068/0.45×0.25

X0.70/0.46×()29

1.50／1.15

1.90/1.30

266／2．10

－／-

1 .52／1~49

1.52／1．52

-/1 .34

194／1.85

2.00/1.73

0.70/0.48

0~78／0．50

形円

’フラスコ状ピッI、

フラスコ状ピット

フラスコ状ピット

フラスコ状ピット

フラスコ状ピット

円 形

〃

円 形 状

〃

〃

隅丸方形状

長円形状

Ⅱ
N－67o－I1
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I 調査の概要

(上;/単場)×(上爵/劇場)×深 、ゞ 考長軸方向 備平面形遺描番号 発掘区

フラスコ状ピット1 .78/1 58×1.80/1.61×1.60円 形状

楕円形状

楕 円 形

卵 形

隅丸長方形状

円 形 状

〃

隅丸方形

長円形状

円 形 状

楕 円 形

円 形 状

〃

〃

〃

〃

不整円形

｜
、
”
｜
蜘
皿
一
唖
咄
一
皿
一
価
“
”
唖
皿
馴
皿
一
哩
蝿
一
理
一
蠅
蠅
獅
一
哩
叫
刎
一
刎
犯
班
一
狐
那
小
一
如
一
那
一
畑
刎
皿
一
浬
一
躯
恥
一
那
狐
一
”
｜
畑
加
麹
麹
一
郵
琢
｜
班
惣
一
却
却
一
魏
魏
狸
銃
却
却
一
班
一
却
刎
一
狐

７７１Ｐ 56－49

52－51

52－51

52－51

54－51

53－50
54－50

55－53．54

59－47

52-51

53－48
54－48

59－53

54－48

53－48．49
54－48－49

53－49

53－49
54－49

56－50

57－50

53－46
54 46

63－53

62－65

49－16

47-16

57－52

61－49

58－51

129-40

129-39.40

129－42

129－41

129－41

127－42

127－42

129-41

126-39.40

126－40
127－40

126－41‐42

127－‘11.42

126-42.43

125-39.40

125-40

124－39

125－39

124－42
125 42

125－‘13

126－‘13

125-41

125-40

123－39．40

124－39．40

66－51 ．52

61－56

61－56

60-56

60－56

59－56

59－55

59－54

60-54

59－53

60－53

60－54

51 46

52 46

53－53
54－53

64－52

58－54

53－53．54

57－54
58－54

0.75/0.63×0.70/0.58×0.26

0.77/058×057/0.42×025

075/0.48×0.61/0.39×0.26

0.77/058×057/0.42×025
Ｗ

Ｅ

Ｓ

Ｓ

’

一

一

一

げ

げ

Ｎ
Ｎ
割
｛
『

Ｎ

Ｎ(1.83)/(1.12)×(161)/(1.04)×050

フラスコ状ピッ1174/140×1.72/1．32×1.63

1 .75/1 .50×1 .72/1.60×0.24

1 .85/－×1 .85/－×0. 18

0.86／0．66×(0.70)／0．50×0.27 N－26o－E

フラスコ状ピット×2．36/2.08×2.20

×－／－×0．16

x1.30/1 08×0~64

２

０

１

｜
叫
即

／’ 皿
一
別
一
㈹

N-65°－W

フラスコ状ピット

フラスコ状ピット

フラスコ状ピット

フラスコ状ピット

－／－×180/1 .70×222

×

×

×

恥
一
一

／

／

／

｜
｜
｜

×

×

×

汕
皿
一

／
／
／

鋤
蝿
一

2.00

100

().46

2.22／1．82×1.82/1 .50× ().20 N－58o－E

一／一×一／－×(036）

1，12／－×1．12／－×0．20円 形

円 形状

〃

円 形

〃

不整円形

楕 円 形

〃

〃

溝 状

隅丸長方形状

溝 状

隅丸長方形状

溝 状

隅丸長方形状

洲 状

〃

楠 円 形

隅丸長方形状

〃

不整楕円形

隅丸長方形状

B'地区
フラスコ状ピット（刎､）

B'地区
フラスコ状ピット（皿､）

－／－×－／－×(0.78)

0.98/0 87×090/078×064

0.84/0.36×0.80/0.42×0.31

0.60/046×0.60/0.45×017

1~14／().58×102/0.80×040 Ｗ

Ｗ

Ｅ

Ｅ

Ｗ

Ｅ

Ｗ

Ｅ

Ｅ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｅ

Ｗ

Ｗ

Ｅ

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

Ｅ

一

↓
報
謝
証
認
蔀
甜
封
蔀
罰
諏
諏
封
認
器
咋
誌

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

1.77/1.44×1.38/0.83×0.34

198/1.40×144/0.86×032

1 ~73／1．32×1．10／0．78×0.24

245／213×0.80/0.56×0.20

(1.20)/(0.90)×095/0.74×0.22

2.71/2.20×0.72/0.38×0.39

岬
一
睡
一
唖
一
地
一
蝉
一
睡
一
睡
一
唯
一
岬

1.74/1.30×(1.48)/(090)×0.38

2.38／2．15×－／－×0.18

1.79/1 .62×1.29/105×020

７

９

７

５

０

５

０

８

７

１

１

１

１

２

１

２

２

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

×

×

×

×

×

×

×

×

×

ｂ
ｅ
■
Ｇ
■
ａ
■
■
●

ｊ

く

叫
帷
岬
醒
唖
伽
皿
一
卿

／

／

／

／

／

／

／

／

／

、
、
恥
唖
哩
哩
哩
一
唖

×

×

×

×

×

×

×

×

×

蠅
獅
唖
配
蠅
唖
哩
一
一

／

／

／

／

／

／

／

／

／

抑
皿
岬
犯
哩
皿
唖
一
一

C地区

岬
一
蝉
一
睡
一
睡
一
睡
一
睡
一
睡

C地区状

状

状

形

状

形

状

形

状

形

状

形

″

露

形

円

形

〃

〃

〃

整

形

〃

円

形

円

〃

形

〃

〃

〃

丸

澗

隅

円

楕

円

不

円

楕

円

楕

円

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｗ

Ｅ

Ｅ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｅ

Ｗ

Ｗ

Ｅ

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

Ｅ

一

一

訓
甜
恭
新
蔀
器
認
却
訟
燕
↓
認
部
部
却
咋
顎
却

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

270／2．12×（).68／0．42×0.18 C地区

2~08／184×1~46／1．20×0.21

1.65/1 .03×1.45/0.95×0.35

0.68／0．48×0.56/0.38×0.18

0.56／0．33×0 56/0.36×0．12

0.70/026×0.66/0.38×0.20

0.58/0.40×0.64/0.42×0. 18

0.60/0.31×0.61/0.34×0. 19

0.62/0.36×0.60/034×0.20

0.48/030×0.42/0.20×010

0 50/028×0.46/038×0.22

0.66/0.48×0.50/0.36×0. 18

044／028×056/0.28×0.12

1．24／1．12×0.98/0.95×0.81

1.43/1.34×118/1 00×033

0 52/046×0.54/0.40×0.20

0.80/0.64×0 70/0.61×020

0.58／0．46×0．58／0．41×0~50

0.64／050×060/0.48×O~60

C地区

フラスコ状ピット(小）

フク土上層で石、出-{‐

N－9．－W
~

27








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































